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企画である 「なごや看護生涯学習セ ミナー」の中の 「看
護研究いろはの 『い』」を受講 した者の中から、希望者
を募 って行 っているものである。そのため募集は、前年






















(3)今 ま で の課 題 と 改善 した 点
今 ま で の課 題 と して は2点 挙 げ られ る。1点 目は、 対
象 者 の レデ ィネ ス に 関 して で あ る。 初 期 に は、 ほ とん ど
の サ ポ ー ト教 員 は、 研 究 チ ー ム の研 究 に 関 す る知 識 が少
な い と感 じて い た。 「看 護 研 究 い ろ は の 『い』」 の受 講 が
役立 つ と考 え るが、 研 究 チ ー ム の ほ とん どが これ を受 講
して お らず、 研 究遂 行 全 般 に わ た って 時 間 が か か った よ
うで あ る。 そ の よ うな課 題 を 受 け て、 「看 護 研 究 サ ポ ー
トプ ロ ジ ェ ク ト」 は、 前 年 度 の 「な ごや看 護 生 涯学 習 セ
ミナ ー 看 護 研 究 い ろ は の 『い』」 の受 講 生 に対 す る続
編 と して 企 画 され 、基 礎 的 な知 識 を 得 た上 で の 実 践 編 と
して、 研 究 グル ー プ へ の研 究 支援 を 目的 とす る こ とに し
た。
2点 目は、 研 究 サ ポ ー トの ル ー ル に 関 して で あ る。 対
象 者 へ の サ ポ ー ト回数 に つ い て は、 多 い と ころ で7～9
回 ほ ど の支 援 を お こな って い た。 研 究 チ ー ム の方 か らは、
手 厚 い サ ポ ー トで研 究方 法 が わ か りや す く安 心 して 研 究
を進 め る こ とが で きた とい うよ い評 価 を い た だ い た が、
サ ポ ー ト教 員 か ら はサ ポ ー トプ ロ ジ ェ ク トの 目標 が は っ
き り して い な い た め 、 ど こま で を 支援 して よ い か わ か り
に くか った とい う意 見 が あ が って い た。 指 導 を希 望 され
た ら際 限 な く対 応 して い る状 況 は、 教 員 に と って 負担 と
な って い た。 そ の た め、 地 域 貢 献 委 員 会 で は、 サ ポ ー ト
教 員 と研 究 チ ー ム双 方 と も気 持 ち よ く取 り組 め る こ とを
目的 と して 、 ル ー ル作 りを行 った。 指 導 の 回数 の 目安 を
3回 程 度 と し、 サ ポー トを開 始 した。研 究 テ ー マや サ ポー
ト教 員 に よ り進 め方 は異 な るが、 面 談 は所 定 の 回数 程 度
とな り、 そ の他 メ ー ル や フ ァ ッ クス、 文 書 交 換等 の媒 体
を 用 い て 支援 を行 った。 この よ うに ル ー ル を 明 確 に した
こ とで、 よ り研 究 チ ー ム も遠 慮 せ ず 相談 しやす くな る し、
教 員 側 の 負担 も軽 減 し、 良 い形 に 発展 して い った もの と
考 え られ る。








員会看護研究サポー トを受 けるようになり、平成22年 度
までに病院全部署が一通 り看護学部教員のサポー トを受
けて看護研究に取 り組んだ。サポー ト希望者は、前年に
















を受 けている。学内という安心感から、何度 も相談 して
いた部署 も見受 けられ、サポー ト教員の負担が懸念 され





配慮 してご指導いただいた部署 もあり、感謝 とともに、
進行状態の把握や指導を受 けやすい勤務調整など部署全
体の支援体制を整えていきたいと考えている。
サポー ト期間としては、2年 がかりで じっくり取 り組
む部署 もあり、院内発表だけでなく学会発表できる内容
にまでご指導いただいている。臨床で看護職が看護研究













3.看 護 研究サ ポー トプロジ ェク トの今後の課題
今後の課題 として3点 ほど考えられる。1つ 目は、名
古屋市立大学病院以外の看護職者への研究サポー トであ
る。名古屋市立大学病院とは、連携 も強化 され、連絡 も
密にとれることから、 システムも安定 してきたものと思
われるが、地域貢献 というからには、特定の病院だけで
な く幅広 く地域で働 く看護職者のサポー トをするべきで














サ ポ ー ト施 設 研 究 テ ー マ サ ポ ー ト教 員
1 名鉄病院 至適体重にチャー トに基づいた体重 コントロール指導と産後の体重
回復との関係
寺口
2 中部労災病院 一般病棟で緩和ケアに携わる看護師の意欲を支える要因 大川
3 名城病院 心不全の患者に対する退院指導 明石
4 名古屋市立大学病院
救急病棟








ICU入 室 患 者 家 族 の ニ ー ドに見 合 った ケ ア参 加 を考 え る 一ICU









酢 を利 用 して 胃 カ テ ー テ ル のつ ま りの原 因 を な くす 明石
9 名古屋市立大学病院
13階南病棟













サ ポ ー ト施 設 研 究 テ ー マ サ ポ ー ト教 員




























サ ポ ー ト施 設 研 究 テ ー マ サ ポ ー ト教 員





























デ ス カ ンフ ァ レ ンス の試 みか ら明 らか に な った看 護 師 自身 が 気 づ き



















サ ポ ー ト施 設 研 究 テ ー マ サ ポ ー ト教 員
1 北医療生協北病院 医療事故と看護師の経験(仮) 杉村
2 北医療生活協同組合 リヴ ィ ング ウ ィル につ いて(地 域 の啓 蒙 活 動 に よ る変 化) 肥後

















ウ ォ ー キ ン グ カ ン フ ァ レ ン ス 脇本
8 名古屋市立大学病院
中央手術室
当院における医師と看護師のタイムアウ トに対する意識についての
比較検討
嶌田
9 名古屋市立大学病院
8階 南病棟
終末期にある患者を持つ家族の思いの明確化～希望に沿 った看とり
の支援に向けて～
香 月
*22・23年 度
